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人

事

案

件

◆
板
倉
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
９
月
30
日
付
け
で

任
期
満
了
と
な
る
矢
嶋
廣
紀
さ

ん
の
後
任
と
し
て
、
中
山
浩
一

さ
ん
（
大
字
大
高
嶋
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

　

令
和
８
年
９
月
26
日
付
け
で

任
期
満
了
と
な
る
小
倉
輝
男
さ

ん
（
大
字
大
高
嶋
）
と
小
嶋
栄

さ
ん
（
大
字
除
川
）
を
引
き
続

き
適
任
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
賛
成
し
ま
し
た
。

報

告

◆
令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
報
告
す
る
も
の
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
赤

字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
の
４
つ
の
比
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
実
質
赤
字
比
率
は
、

一
般
会
計
に
お
け
る
赤
字
の
程

度
を
示
す
指
標
で
す
。本
町
は
、

実
質
赤
字
で
は
な
い
た
め
、
実

質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ

ん
。
な
お
、
早
期
健
全
化
基
準

は
15
％
、
財
政
再
生
基
準
は

20
％
で
す
。
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
、
町
の
全
て
の
会
計
の
黒

字
と
赤
字
を
合
算
し
、
赤
字
額

が
黒
字
額
を
上
回
る
場
合
に
そ

の
程
度
を
示
す
指
標
で
す
。
本

町
は
、
全
て
の
会
計
が
実
質
赤

字
又
は
資
金
不
足
で
は
な
い
た

め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算

定
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
早
期

健
全
化
基
準
は
20
％
、
財
政
再

生
基
準
は
30
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
町

の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公

債
費
と
こ
れ
に
準
ず
る
経
費
の

大
き
さ
を
示
す
指
標
で
す
。
本

町
に
お
け
る
実
質
公
債
費
比
率

は
６
．
３
％
で
す
。
な
お
、
早

期
健
全
化
基
準
は
25
％
、
財
政

再
生
基
準
は
35
％
で
す
。
将
来

負
担
比
率
は
、
町
が
翌
年
度
以

降
に
お
い
て
負
担
す
る
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
債
務
及
び
負
担

が
見
込
ま
れ
る
債
務
等
の
大
き

さ
を
示
す
指
標
で
す
。
令
和
７

年
度
は
、
充
当
可
能
基
金
と
元

利
償
還
金
の
普
通
交
付
税
に
お

け
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
見

込
額
を
併
せ
た
充
当
可
能
財
源

等
が
、
町
債
残
高
な
ど
を
主
と

し
た
将
来
負
担
額
を
上
回
っ
て

い
る
た
め
、
将
来
負
担
比
率

は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

早
期
健
全
化
基
準
は
３
５
０
％
、

財
政
再
生
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
資
金
不
足
比
率
は
、
公

営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額

の
大
き
さ
を
示
す
指
標
で
、
公

営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
で

は
、
下
水
道
事
業
会
計
が
該
当

と
な
り
ま
す
が
、
資
金
不
足
で

は
な
い
た
め
、
資
金
不
足
比
率

は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

早
期
健
全
化
基
準
に
相
当
す
る

経
営
健
全
化
基
準
は
20
％
で

す
。

議

決

議

案

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
８
年
度
板
倉
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
））

　

令
和
８
年
７
月
２
日
に
専
決

処
分
を
行
っ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

４
，
６
２
９
万
２
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

68
億
５
，
０
２
７
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
補
正

の
理
由
は
、
６
月
３
日
に
成
立

し
た
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、

市
町
村
の
物
価
高
騰
対
策
支
援

を
目
的
と
し
た
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」
が
措
置
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
町
で
は
未
就
学
児

を
養
育
す
る
世
帯
に
対
し
、
対

象
児
童
一
人
あ
た
り
３
万
円
分

の
「
板
倉
町
商
工
会
商
品
券
」

を
交
付
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

経
費
を
予
算
化
し
た
も
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
っ
た
町
道
２
級
41
号
線
（
東

洋
大
学
未
利
用
地
西
側
）
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
次
年
度
か

ら
国
庫
補
助
金
の
活
用
が
見
込

め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
事

業
実
施
に
向
け
た
予
備
設
計
業

務
等
の
必
要
経
費
を
予
算
化
し

た
も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
福
祉
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
費
の
給
付
方
法
に

関
す
る
改
正
で
す
。
現
在
、
県

外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

場
合
の
福
祉
医
療
費
は
、
償
還

払
い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
令

和
８
年
10
月
か
ら
現
物
給
付
を

開
始
す
る
た
め
、
円
滑
な
運
用

に
向
け
た
所
要
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
県

外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

対
象
者
の
利
便
性
の
向
上
が
図

ら
れ
ま
す
。

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

令
和
８
年
６
月
12
日
に
板
倉

町
議
会
か
ら
「
議
員
報
酬
の
見

直
し
を
求
め
る
要
望
書
」
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
板
倉

町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例

に
基
づ
き
設
置
し
た
審
議
会
へ

諮
問
し
意
見
を
聞
い
た
結
果
、

議
会
議
員
報
酬
の
月
額
を
改
定

す
る
旨
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
本

町
の
議
会
議
員
報
酬
は
平
成
９

年
の
改
定
以
降
、
約
30
年
に
わ

た
り
据
え
置
か
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
の
物
価
上
昇
に
対
応

し
、
議
員
の
生
活
基
盤
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

本
町
の
報
酬
は
県
内
他
町
の
平

均
よ
り
低
く
、
町
政
の
担
い
手

確
保
の
観
点
か
ら
も
適
正
な
水

準
の
維
持
が
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
令
和
９
年
４
月
の
選
挙

か
ら
議
員
定
数
が
12
か
ら
11
へ

削
減
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
一

人
ひ
と
り
の
議
員
の
職
責
と
町

民
か
ら
の
負
託
が
よ
り
一
層
重

く
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
報
酬
を
上
げ
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。（
内
容
は
、
別
表
の

と
お
り
）
な
お
、
次
の
一
般
選

挙
後
の
令
和
９
年
５
月
１
日
か

ら
施
行
し
ま
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
令
和
８
年
度
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業
車
口

橋
橋
梁
補
修
工
事
）

　

本
案
は
、
令
和
８
年
度
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業
車
口

橋
橋
梁
補
修
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

本
工
事
の
契
約
金
額
は
、
５
，

５
５
５
万
円
、
う
ち
消
費
税
額

は
、
５
０
５
万
円
で
す
。
契
約

の
相
手
方
は
、
館
林
市
美
園
町

５
番
31
号 

柳
瀬
建
設
株
式
会

社 

代
表
取
締
役 

柳
瀬
弘
幸
で

す
。

◆
採
択
さ
れ
た
陳
情

○
町
道
２
０
４
１
号
線
の
拡
幅

整
備
に
つ
い
て

　令和８年第３回定例会が、９月８日㈫から16日㈬
までの９日間の日程で開催されました。今回の定例
会では、人事案件３件、報告１件、承認１件、条例
の一部改正議案２件、工事請負契約の締結に関する
議案１件、令和８年度補正予算２件、令和７年度決
算認定５件、陳情１件の報告を除く15議案が審議さ
れました。

人
事
案
件
、
条
例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
15
議
案
を
可
決

令
和
７
年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定

一
般
質
問
に
４
人
が
登
壇

別表
役職 改訂前 改訂後

 議長 323,000円 333,000円
 副議長 245,000円 255,000円
 常任委員長 227,000円 237,000円
 常任副委員長 223,000円 232,000円
 議会運営委員長 227,000円 237,000円
 議会運営副委員長 223,000円 232,000円
 議員 222,000円 232,000円

町道２級41号線

本会議・議案審議 ９月定例議会
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建
設
予
定
地
に
は
、
も
と
も

と
釣
堀
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ

に
建
物
や
立
木
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
大
ま
か
に
で
す
が
、
動
産

と
し
て
40
万
円
程
度
、
工
作
物

と
し
て
６
０
０
万
円
程
度
、
立

木
と
し
て
１
８
０
万
円
程
度
、

移
転
補
償
と
し
て
50
万
円
程
度

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

延
山
委
員

問
　

歳
出
の
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
助
成
金
30
万
円
の
追
加
に
つ

い
て
、
今
回
３
万
円
を
10
件
と

い
う
こ
と
で
の
補
正
だ
が
、
今

後
何
人
の
利
用
者
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

健
康
介
護
課
長

答
　

今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と

い
う
こ
と
で
、
当
初
予
算
を
３

人
分
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、

既
に
３
人
の
申
請
が
あ
り
ま
し

て
、
現
在
も
窓
口
に
は
10
人
ほ

ど
の
相
談
が
来
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
補
正
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

青
木
秀
夫
委
員

問
　

歳
入
の
固
定
資
産
税
現
年
度

課
税
分
１
億
９
９
７
万
８
千
円

の
追
加
に
つ
い
て
、
固
定
資
産

税
は
１
月
１
日
を
基
準
日
に
課

税
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期

に
補
正
を
し
た
理
由
は
。

税
務
会
計
課
長

答
　

主
な
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
編

成
時
点
で
は
、
企
業
の
償
却
資

産
が
正
確
に
把
握
で
き
な
い
状

況
が
あ
り
ま
し
て
、
年
明
け
の

各
企
業
の
申
告
に
基
づ
い
て
税

額
を
計
算
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
例
年
こ
の
時

期
に
増
額
補
正
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

市
川
委
員

問
　

歳
出
の
ス
ズ
メ
バ
チ
巣
の
撤

去
費
用
等
補
助
金
20
万
円
の
追

加
に
つ
い
て
、
撤
去
を
依
頼
し

た
い
場
合
、
町
で
業
者
を
紹
介

し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。ま
た
、

ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
蜂
は
補
助

金
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
。

住
民
環
境
課
長

答
　

業
者
で
す
が
、
ご
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
の
対
象
が
ス
ズ

メ
バ
チ
と
い
う
こ
と
で
限
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
蜂
に

つ
い
て
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
。

須
藤
委
員

問
　

歳
出
の
保
健
セ
ン
タ
ー
照
明

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

機
器
リ
ー
ス
料
12
万
５
千
円
の

追
加
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
費
１
，

０
６
０
万
円
の
減
額
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
比
較
を
し

て
リ
ー
ス
を
選
ん
だ
の
か
。

企
画
財
政
課
長

答
　

リ
ー
ス
に
つ
い
て
は
業
者
か

ら
見
積
り
を
取
り
ま
し
て
、
工

事
に
つ
い
て
は
総
事
業
費
及
び

設
計
費
等
を
含
め
た
も
の
に
交

付
税
の
数
字
を
掛
け
て
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
総
合
的
に
リ
ー
ス

の
ほ
う
が
安
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
工
事
か
ら
リ
ー
ス
に
切
り

替
え
る
と
い
う
こ
と
で
補
正
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
板
倉
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
14
億
４
，
８
３
０
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
９

月
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
審
査

令
和
８
年
度
板
倉
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
，
２
５
１
万
９
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

69
億
２
７
９
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

藪
之
本
委
員

問
　

歳
出
の
公
立
保
育
園
・
公
立

児
童
館
建
設
事
業
の
物
件
補
償

費
９
０
０
万
円
の
追
加
に
つ
い

て
、
実
際
に
建
設
予
定
地
を
見

る
と
農
作
物
を
作
っ
て
い
た
り
、

建
物
が
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

な
い
が
、
具
体
的
な
補
償
の
内

容
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長

答

本紙に掲載している質問事項です。

質問者氏名（登壇順） 質問事項

森田 義昭 議員
災害に強い町づくりについて
当町における感染症対策について

須藤　稔 議員
町の玄関口である板倉東洋大前駅周辺の環境整備について
次期総合計画の策定について
認知症に対する施策について

藪之本 佳奈子
議員

公共施設における利用環境の改善に向けた取組について
健康寿命の延伸に向けた予防対策について
町独自の子育て支援事業のあり方について

小林 武雄 議員 離農者の農地継承と担い手へのマッチング体制について

一 質般 問

９月定例会では、４人の議員が一般質問に立ちました。
町民の暮らしに関わる身近な課題から、これからの板倉町のまち
づくりまで、さまざまなテーマについて町の考えを聞きました。
登壇した議員の質問と答弁の一部を紹介します。

各ページのＱＲコードを読み取ると各議員の一般質問の全編動画をご覧いただけます。

一般質問・補正予算審査 ９月定例議会
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森
田
義
昭
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

須
藤
稔
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

皆さんに防災意識を持ってもらうことが重要。

変化に気づき、支援につなぐ協力者を増やす。

安全安心な町づくり、もう一度考えよう。

認知症の人を地域でどう支えるか。

前
町
長
の
働
き
に
よ
り
、
板

倉
は
一
段
と
水
害
に
強
い
町

へ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

小
さ
な
変
化
に
気
づ
き
、
認

知
症
の
人
と
家
族
を
地
域
で

支
え
た
い
。

答

答

問

問

議
員 

当
町
で
水
害
が
発
生
し

て
か
ら
80
年
、
そ
の
間
は
水
害

が
一
切
発
生
し
て
い
な
い
。
水

害
に
強
い
町
づ
く
り
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。

町
長 

水
害
は
日
本
各
地
で
起

き
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
、
ど

こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

当
町
に
お
い
て
も
、
水
害
に
対

し
て
は
昔
か
ら
弱
い
と
さ
れ
て

き
た
が
、
以
前
の
よ
う
に
水
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

比
較
的
に
は
安
全
な
町
に
な
っ

た
か
と
思
う
。
た
だ
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
て
み
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
浸
水
区
域
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
点
は
強
調
し

議
員 

認
知
症
が
疑
わ
れ
て
も

本
人
に
自
覚
が
な
く
、
家
族
も

相
談
を
た
め
ら
い
、
支
援
に
つ

な
が
ら
な
い
方
が
い
る
。
本
人

や
家
族
か
ら
相
談
が
な
い
場
合
、

町
は
ど
の
よ
う
に
状
況
を
把
握

し
て
い
る
か
。

健
康
介
護
課
長

 

家
族
が
認
知

症
に
気
づ
い
て
も
、
相
談
先
が

分
か
ら
ず
、
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
る
。
民
生
委
員
の
見
守
り

や
地
域
の
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
宅
へ
の
訪
問
、
医
療
機
関

や
介
護
事
業
者
か
ら
の
情
報
を

通
じ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

て
、
町
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り

と
防
災
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
の
が
大
事
か
と
思
う
。

議
員 
障
が
い
者
へ
の
避
難
支

援
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

総
務
課
長

 

要
支
援
者
を
支
援

す
る
方
は
、
事
前
に
決
め
ら
れ

て
い
る
。
福
祉
避
難
所
で
あ
る

中
央
公
民
館
に
避
難
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

議
員 

当
町
は
、
ど
の
よ
う
な

企
業
と
災
害
時
協
定
を
結
ん
で

い
る
の
か
。

総
務
課
長

 

約
30
社
の
民
間
企

業
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
北
支
所
や

西
支
所
、
館
林
の
ア
ゼ
リ
ア

モ
ー
ル
な
ど
の
民
間
施
設
で
避

難
所
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら

う
。大
規
模
災
害
に
備
え
、様
々

な
企
業
と
の
防
災
協
定
締
結
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

ー
で
は
生
活
や
受
診
の
状
況
、

変
化
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

気
に
な
る
変
化
が
あ
れ
ば
、
必

要
に
応
じ
て
訪
問
や
聞
き
取
り

を
行
っ
て
い
る
。

議
員 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

約
１
，
０
６
０
人
い
る
が
、
活

動
し
て
い
る
方
は
11
人
。
講
座

を
受
け
た
方
が
活
動
す
る
た
め

の
取
組
や
学
ぶ
機
会
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

健
康
介
護
課
長

 

身
近
な
人
の

変
化
に
気
づ
き
、
相
談
に
つ
な

ぐ
こ
と
も
活
動
と
考
え
る
。
直

接
協
力
し
て
も
ら
え
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
さ
ら
に
増
や
し

た
い
。
受
講
者
に
は
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、
活

動
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い

る
。
活
動
内
容
の
共
有
や
研
修

の
機
会
を
設
け
、
無
理
な
く
参

加
し
、
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

藪
之
本
佳
奈
子
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

小
林
武
雄
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

施設改修を機に休館日の見直しを検討する。

環境の変化に対応し、持続可能な農業を目指す。

休館日が多すぎではないのか？

農業を基幹産業としてどう守るのか。

誰
の
た
め
の
公
共
施
設
？
町

民
が
使
い
た
い
祝
日
に
休
館

で
、本
当
に
い
い
の
か
な
ぁ
。

農
地
を
保
全
し
、
板
倉
の
緑

豊
か
な
景
観
を
後
世
へ
引
き

継
い
で
ほ
し
い
。

答

問

議
員 

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

は
、
夏
季
の
限
ら
れ
た
開
館
期

間
に
月
曜
、
祝
日
、
お
盆
休
み
、

振
替
休
館
も
あ
る
。
休
館
日
を
町

民
目
線
で
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長 

土
曜
、

日
曜
は
開
館
し
て
い
る
た
め
、

月
曜
を
休
館
日
と
し
て
お
り
、

月
曜
が
祝
日
と
重
な
れ
ば
、
そ

の
次
の
日
も
振
替
休
館
日
と
な

る
。
職
員
の
休
日
確
保
の
た
め

に
は
必
要
で
あ
り
、
現
状
が
必

ず
し
も
多
す
ぎ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
要
望
と
し
て
受
け

止
め
る
。施
設
改
修
と
合
わ
せ
、

休
館
日
、
利
用
料
金
、
利
用
時

間
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

議
員 

広
大
な
農
地
を
農
業
生

産
だ
け
で
な
く
、景
観
や
防
災
、

保
水
な
ど
の
多
面
的
機
能
に
も

配
慮
し
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
農
業
者

や
後
継
者
が
減
少
す
る
中
、
担

い
手
の
経
営
面
積
を
拡
大
化

し
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
農

業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、
町

は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
進
め
る

の
か
。

産
業
振
興
課
長

 

地
域
計
画
を

基
本
に
、
農
業
者
の
意
向
や
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
計
画
を

継
続
的
に
見
直
す
。
Ｊ
Ａ
、
農

業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
、
農

地
中
間
管
理
機
構
、
農
業
者
等

議
員 

猛
暑
の
中
、
体
育
館
を

安
全
に
利
用
す
る
た
め
、
空
調
設

備
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長 

移
動
式

の
冷
風
機
2
台
を
設
置
し
て
い

る
。
近
年
の
暑
さ
で
は
空
調
設

備
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
金
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員 

町
独
自
の
子
育
て
支
援

金
と
国
の
「
妊
婦
の
た
め
の
支

援
給
付
」
で
は
、
出
産
時
の
支

援
が
重
な
っ
て
い
る
。
町
独
自

の
制
度
開
始
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
、
支
給
時
期
や
金
額
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長

 

国
の
制
度
と
の
重

複
は
認
識
し
て
い
る
。
よ
り
効
果

的
な
支
援
と
す
る
た
め
、
出
産
時

と
小
学
校
入
学
時
か
ら
、
小
学

校
・
中
学
校
入
学
時
へ
の
見
直

し
を
進
め
て
い
く
。
金
額
等
も
財

政
面
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

の
意
見
を
聞
き
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
実
効
性
の
高
い
計
画

に
基
づ
い
て
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
進
め
、
地
域
農
業
の

持
続
と
農
地
の
有
効
活
用
に
つ

な
げ
た
い
。

議
員 

企
業
誘
致
な
ど
の
産
業

振
興
を
進
め
る
一
方
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
今
後
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
、
次
世
代
へ
つ

な
げ
る
の
か
、町
長
の
考
え
は
。

町
長 

人
口
や
農
業
者
の
減
少
、

温
暖
化
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
新
た
な
作
物
や
農
業
技
術

へ
の
挑
戦
が
必
要
で
あ
る
。
担

い
手
の
確
保
と
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
進
め
、
農
業
者
と
と

も
に
時
代
に
合
っ
た
農
業
へ
の

転
換
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
農
業

を
地
域
一
体
と
な
っ
て
目
指
し

た
い
。

今年の避難訓練の様子海洋センター

答

問

森田 義昭 議員

須藤 稔 議員小林 武雄 議員

藪之本佳奈子 議員

９月定例議会一般質問（QR コードを読み込むと各議員の録画映像が見られます。）
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令
和
７
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い

て
審
査
し
た
主
な
質
疑
を
掲
載

し
ま
す
。

企
画
財
政
課

永
田
委
員

問
　

公
共
施
設
等
整
備
維
持
基
金
積

立
１
億
円
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

は
直
近
の
保
育
園
・
児
童
館
建
設

に
向
け
て
の
基
金
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
後
の
積
立
は
い
つ
頃
さ
れ

る
の
か
。企

画
財
政
課
長

答
　

こ
の
９
月
議
会
で
決
算
額
が

確
定
し
た
後
、
余
っ
た
お
金
の

半
分
以
上
は
基
金
に
積
み
な
さ

い
と
い
う
国
の
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
12
月
の
補
正
予
算

で
町
長
と
協
議
し
な
が
ら
、
今

後
の
保
育
園
・
児
童
館
建
設
に

向
け
て
準
備
を
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
環
境
課

藪
之
本
委
員

問
　

外
来
生
物
対
策
事
業
２
８
４

万
４
，
３
５
６
円
の
歳
出
に
つ

い
て
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
対
策
を
毎
年
行
っ
て
い
る

が
、
サ
ク
ラ
の
被
害
を
抑
制
し

て
い
る
効
果
は
出
て
い
る
の

か
。

環
境
係
長

答
　

令
和
７
年
度
の
被
害
調
査
対

決
算
審
査

令
和
７
年
度
決
算

一
般
会
計
・
特
別
会
計
を

全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た

【１．一般会計】
歳入総額 74億104万8,205円
歳出総額 67億7,791万3,591円
差引残額 6億2,313万4,614円
【２．後期高齢者医療特別会計】
歳入総額 ２億7,582万6,696円
歳出総額 ２億7,373万4,475円
差引残額 209万2,221円
【３．国民健康保険特別会計】
歳入総額 17億7,870万2,387円
歳出総額 17億4,276万9,075円
差引残額 3,593万3,312円
【４．介護保険特別会計】
歳入総額 13億6,559万812円
歳出総額 13億1,768万8,438円
差引残額 4,790万2,374円
【５．下水道事業会計】

９/16 最終日
　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
、特
別
会
計
決
算
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
３
日
間
（
９
月
11
日
、14
日
、15
日
）を
か
け
て
審
査
を
行
い
、

議
会
最
終
日
に
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

決 算 額

収益的収支　歳入総額　２億4,932万7,815円

　　　　　　歳出総額　２億3,788万4,141円

　　　　　　差引残額　　　1,144万3,674円

資本的収支　歳入総額　　　8,293万1,620円

　　　　　　歳出総額　　　8,293万1,620円

　　　　　　差引残額　　　　　　　　 0円

象
本
数
１
，
１
６
９
本
に
対

し
、
９
１
５
本
に
被
害
が
出
て

い
ま
し
た
。
被
害
率
で
い
う
と

78
．３
％
で
、被
害
本
数
は
年
々

減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
当
町
に
は
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
つ
き
や
す
い
高

齢
木
が
多
い
の
で
、
薬
剤
注
入

を
す
る
こ
と
で
卵
か
ら
幼
虫
ま

で
の
駆
除
が
で
き
、
そ
の
効
果

は
明
ら
か
に
出
て
い
ま
す
。

地
域
創
生
課

青
木
文
雄
委
員

問
　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
商
業
・

業
務
用
地
利
用
促
進
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
は
一
度
仕
切
り
直

し
て
、住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
ど
う
い
う
企
業
に
来
て
欲
し

い
と
か
、
専
門
知
識
の
あ
る
人

を
配
置
し
て
交
渉
力
を
高
め
る

と
か
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

地
域
創
生
課
長

答
　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
い
ろ

い
ろ
な
要
望
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
し
、
実
際
に
そ
の
企
業

に
交
渉
し
て
来
て
く
れ
る
か
と

い
う
と
な
か
な
か
難
し
い
面
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

ア
ン
ケ
ー
ト
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
専
門
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
優
れ
た
人
材
が

い
れ
ば
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

総

務

課

亀
井
委
員

問
　

無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
に
つ
い
て
、
北
線
の
７

年
度
実
績
が
１
日
平
均
９
．
１

人
と
少
な
い
が
、
利
用
者
の
予

約
や
要
望
に
応
じ
る
デ
マ
ン
ド

型
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。安

全
安
心
係
長

答
　

使
い
た
い
と
き
に
時
間
が
合

わ
な
い
こ
と
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
で
は
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
思
い
や
り
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
路
線
バ
ス
と
無
料
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
補
完
す
る
よ
う

な
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
で
も
足
ら
な
け
れ
ば
必
要

に
な
っ
て
く
る
か
と
考
え
て
い

ま
す
。秘

書

室

延
山
委
員

問
　

Ａ
Ｉ
文
字
起
こ
し
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
て
い
る
が
、
現
在
ど
の

く
ら
い
精
度
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
活
用
範

囲
に
つ
い
て
も
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

秘
書
室
長

答
　

文
字
起
こ
し
の
精
度
で
す
が
、

マ
イ
ク
を
使
う
会
議
で
は
っ
き

り
と
話
せ
ば
、
ほ
ぼ
９
割
以
上

は
正
し
く
記
録
さ
ま
す
の
で
、

効
率
が
よ
く
、
庁
内
で
も
好
意

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
７
年
度
は
月
10
時

間
だ
っ
た
契
約
を
８
年
度
は
月

50
時
間
に
拡
大
し
ま
し
た
の
で
、

も
っ
と
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。福

祉

課

荒
井
委
員

問
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
に
つ
い
て
、
７
年
度
実

績
で
定
員
15
人
に
対
し
て
利
用

者
18
人
と
定
員
オ
ー
バ
ー
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
管
理

運
営
に
お
い
て
、
そ
の
辺
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

社
会
福
祉
係
長

答
　

利
用
者
18
人
と
は
登
録
者
数

で
あ
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
毎

日
18
人
が
来
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ

以
上
増
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

職
員
も
増
や
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い
ま

す
。税

務
会
計
課

尾
澤
委
員

問
　

外
国
人
滞
納
者
が
出
国
し
た

場
合
の
徴
収
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

収
税
係
長

答
　

出
国
さ
れ
て
し
ま
う
と
全
て

不
納
欠
損
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
執
行
停
止
に
し
て
納

税
義
務
の
あ
る
３
年
間
の
う
ち

に
再
入
国
す
れ
ば
、
他
市
町
村

を
調
査
し
た
り
、
出
入
国
在
留

管
理
局
か
ら
情
報
を
入
手
し
て

徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

外
国
人
滞
納
者
か
ら
も
適
切
に

徴
収
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。健

康
介
護
課

亀
井
委
員

問
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
補

助
事
業
２
０
８
万
２
，
７
１
０

円
の
歳
出
に
つ
い
て
、
６
年
度

よ
り
約
35
万
円
の
増
加
、
人
数

【審査期日　令和８年８月５日㈬　監査委員　大塚　進　延山宗一】
総括的意見　令和７年度の一般会計、特別会計及び下水道事業会計の
決算について審査を行った結果、計数に誤りはなく、予算は適正に執
行され、財政運営も健全であると認めました。デジタル化や教育環境
の整備などの施策が着実に進められた一方、物価高や人件費、社会保
障関連経費の増加など、厳しい財政環境が続いています。今後は事業
の費用対効果や優先順位を見極め、持続可能で健全な財政運営に努め
ることが求められます。また、下水道事業では、使用料収入の確保と
一般会計からの繰入縮減に努めていただきたいと思います。

決 算 審 査 意 見 書 要 旨

使ったお金は
いくらなの？

（一般会計）
67億7,791万円

サクラへの薬剤注入作業

板倉ニュータウン商業・業務用地

無料コミュニティバス

９月定例議会令和7年度決算審査
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も
７
人
増
え
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

介
護
高
齢
係
長

答
　

令
和
６
年
度
と
７
年
度
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、自
主
返
納
者
、

心
身
障
害
者
、
高
齢
者
の
み
世

帯
の
合
計
で
１
８
７
人
に
な
り

ま
し
て
、
７
人
増
え
ま
し
た
。

使
用
枚
数
が
６
，
６
０
０
枚
弱

で
、
５
０
０
枚
ほ
ど
増
え
ま
し

た
。
一
回
当
た
り
の
利
用
枚
数

制
限
を
撤
廃
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

建

設

課

青
木
秀
夫
委
員

問
　

町
単
独
道
路
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
陳
情
で
採
択
さ
れ
た
が

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
件
数
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。ま
た
、

採
択
さ
れ
て
る
の
だ
か
ら
、
必

要
性
が
あ
る
も
の
は
な
る
べ
く

早
く
整
備
で
き
な
い
の
か
。

建
設
課
長

答
　

未
整
備
路
線
は
、
現
在
30
路

線
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ

く
早
く
で
き
る
よ
う
に
努
力
は

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
予
算

の
範
囲
で
で
き
る
の
か
、
生
活

圏
道
路
と
し
て
ど
こ
を
優
先
す

べ
き
か
な
ど
、
新
し
い
陳
情
か

前
の
も
の
か
で
差
を
つ
け
ず
、

全
体
の
中
で
検
討
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

産
業
振
興
課

須
藤
委
員

問
　

三
県
境
整
備
利
活
用
事
業

１
万
１
，
４
２
６
円
の
歳
出
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
係
長

答
　

三
県
境
の
８
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
に
販
売
し
た
物
産
の
購
入

費
用
で
す
。
た
だ
し
、板
倉
町
、

加
須
市
、
栃
木
市
に
よ
る
協
議

で
、
三
県
境
の
整
備
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
共
同
で
費

用
負
担
し
て
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

市
川
委
員

問
　

小
学
校
給
食
事
業
３
，

４
２
２
万
８
，
０
１
６
円
の
歳

出
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
給

食
材
料
費
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い
る
の

か
。

総
務
学
校
係
長

答

各
校
に
「
食
材
の
会
」
が
あ
り

ま
し
て
、
お
米
や
野
菜
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

会
で
納
め
ら
れ
る
野
菜
も
違
い

ま
す
し
、
生
産
者
に
よ
っ
て
も

大
量
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き

る
人
と
で
き
な
い
人
が
い
ま
す

の
で
、
栄
養
教
諭
と
生
産
者
で

調
整
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

総

括

質

疑

荒
井
委
員

問
　

今
後
の
財
政
運
営
方
針
に
は

「
将
来
の
公
共
施
設
の
更
新
や

大
規
模
修
繕
に
備
え
、
計
画
的

な
基
金
の
積
立
を
図
る
」
と
あ

る
。
そ
れ
に
は
税
収
の
確
保
が

必
要
だ
が
、
令
和
７
年
度
は
前

年
度
に
比
べ
て
法
人
町
民
税
が

若
干
減
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、
町
の
課
題
は
雇
用
や
企
業

誘
致
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
産

業
用
地
の
関
係
、
例
え
ば
立
地

計
画
と
か
、
そ
う
い
う
部
分
を

積
極
的
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

小
野
田
町
長

答
　

法
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
考
え
の
も
と
、
節
税
対

策
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
が

増
え
れ
ば
税
収
が
上
が
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
固
定
資
産

税
の
部
分
で
増
や
せ
た
ら
と
は

思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
団
地
に

つ
い
て
は
、
東
洋
大
学
未
利
用

地
部
分
で
手
っ
取
り
早
く
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
担

当
課
に
指
示
を
出
し
て
動
い
て

い
ま
す
。
多
少
時
間
は
か
か
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

粛
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

町民の声を政策に！

町民の声を聴く 先進地を視察し、分析・研究する

議会タウンミーティング
令和７年11月29日

　町民の皆さんから「防犯」、
「子どもの居場所づくり」、「農業

後継者問題」など、幅広いご意
見を伺いました。

総務文教福祉常任委員会
令和８年５月22日　茨城県境町

　寄せられた意見を参考に、先進事例の視察・調査を行い、総
務文教福祉常任委員会では「移住・定住」に関して、産業建設
常任委員会では「東洋大学跡地利用」に関して、それぞれ提言
書を町へ提出しました。

産業建設生活常任委員会
令和８年７月７日　埼玉県幸手市

議会による政策提言

令和８年９月16日 町長へ政策提言書を提出

　昨年実施した「議会タウンミーティング」の結果を踏まえ、今年１月から各常任委員会で調査・
検討を重ねてきました。その成果として取りまとめた政策提言書を町政の施策に反映させていた
だくよう町長に提出しました。

総務文教福祉常任委員会（要旨）

　移住希望者にとって重要な要素となる住宅供給
と相談支援体制の強化、戦略的な情報発信により、
移住先として選ばれる町を目指した積極行政に転
換すること。
１ 「お試し移住住宅」の導入
２ 「手頃な賃貸住宅」の整備
３ まちの魅力情報発信力の強化 ほか

産業建設生活常任委員会（要旨）

　東洋大学未利用地の利用方針を早期に取りまと
め、群馬県に主体的かつ積極的に働きかけ、貴重
な機会を逃すことなく企業誘致の実現につなげる
こと。
１ 産業用地としての活用推進
２ �企業誘致と産業用地整備を着実に進めるための

推進体制の強化

皆さんの意見、あらゆる場面で生かします！

QR コード

政策提言書

全文へ

三県境

　今回の政策提言書に盛り込めなかった「議会
タウンミーティング」でのご意見やご提案も大

切に受け止ます。今後の議員活動を通じて課題

の把握や解決に向け、町民の皆さんとの対話を

大切にし、皆さんの声を町政に届ける取り組み

を続けてまいります。

９月定例議会令和7年度決算審査・町へ提言書提出
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板倉町にしてほしいことは何だろう？と考
えた時、僕が真っ先に思い浮かべたこと

があります。それは道路整備です。毎日、登下
校時に自転車で道路を走っていると、でこぼこ
している道路が多く、部活や勉強道具を前かご
に入れている時はハンドルを取られて転んでし
まいそうになり、運転がとても大変だと感じて
いるからです。また、道路がきれいになれば、
もっとたくさんの人が板倉町に来てくれるので
はないかと思いました。道路がより美しく良く
なれば、町の雰囲気がガラッと変わると思いま
す。町の雰囲気が変われば、板倉町に来てくれ
る人が増えたり、今住んでいる人たちがより暮
らしやすくなったり、良いことがたくさんある
と思います。だから、僕は板倉町にしてほしい
ことを「道路整備」と考えます。

先日、役場で外国人に「こちらにおかけくだ
さい」「書類をお預かりさせていただきます」

と話している場面を目にしました。日本語教師と
して働いていると、日本人にとって自然で丁寧で
も、日本語を学ぶ人には難しい表現だと気づかさ
れることがあります。板倉町は現在、およそ16人
に１人が外国人です。出身国もさまざまで、すべ
ての言語に対応することは現実的ではありません。
そこで役立つのが阪神・淡路大震災をきっかけに
広がった「やさしい日本語」です。今では全国の
自治体などで活用が進んでおり、そしてこれは外
国人だけでなく子どもや高齢者などにも分かりや
すい伝え方です。「伝える」から「伝わる」へ。「や
さしい日本語」を学ぶ機会が増え、行政だけでなく、
地域社会全体に広がっていくことを願っています。

荻
おぎ

野
の

結
ゆう

友
と

さん
（板倉中学校２年）

髙
たか

𣘺
はし

隆
たか

子
こ

さん
（泉野）

　

本
年
７
月
、
太
田
市
を
中
心
に
豪
雨
被
害
。
８
月
13
日
、

14
日
、
千
葉
県
で
は
、
豪
雨
に
よ
り
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
の
死

亡
事
故
発
生
。
県
内
で
死
者
８
名
。
９
月
21
日
、
台
風
25
号

に
よ
り
千
葉
・
神
奈
川
で
、
土
砂
崩
れ
、
堤
防
決
壊
に
よ
り

６
名
死
亡
６
名
行
方
不
明
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
板
倉
町
は
、
東
北
道
が
開
通
し
自
動
車
の

通
行
量
が
増
加
し
た
頃
よ
り
、
ま
た
、
渡
良
瀬
遊
水
地
に
貯

水
さ
れ
て
か
ら
少
し
ず
つ
、
雷
雨
の
回
数
や
量
が
減
少
し
て

い
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
で
も
指
折
り
の
排
水
機
場
が

３
カ
所
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
雨
が
降
っ
て
も
あ
る
程

度
の
内
水
氾
濫
は
、
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
広
報
特
別
委
員　

亀
井
伝
吉 

記
）

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日、受
付票に記入していただくだけで、どなたでも自由に傍聴
することができます。
◆12月議会定例会（予定）
　会　期　12月８日㈫～12月11日㈮
　議　事　⑴条例改正などの議案審議・採決
　　　　　⑵補正予算の審議・採決
　　　　　⑶一般質問
　※会期等が変更となる場合もあります。
　※�詳しい日程等については、後日議会のホームページ

でお知らせします。

お問い合わせ先
議会事務局　TEL.82－1111（内線701）
　　　　　　TEL.82－6154（直通）

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます  議 会 傍 聴

道路の整備
「伝える」から

「伝わる」へ

東小学校運動会（徒競走）

編 集 委 員 の 声
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